
第３学年１組  理科学習指導案  

指導者   米村  崇  

 

１  単元   月と金星の動きと見え方  ～金星の動きと見え方～  

 

２  指導の立場  

＜子どもの実態から＞  

 子どもは小学校第６学年において，月の形の見え方は，太陽と月との位置関係によって

変わることについて学んでいる。また，太陽と月との位置関係をモデル図で表し，多面的

に調べることを体験している。そこでは，より妥当な考えをつくりだしながら，月の形の

見え方は，太陽と月との位置関係によって変わることを捉えた。ただし，小学校段階では，

地球から見た太陽と月の位置関係についての学習であり，地球外からの位置関係について

は触れられておらず，月の形の見え方と地球と月，太陽の位置関係をイメージできていな

いように思える。  

 そこで，単元を構想するにあたっては，次のような教材を設定する。  

 

＜教材について＞  

 本教材は，月や金星の見え方と，それらと地球や太陽との位置関係について仮説を立て，

それを検証する方法を考えることで探究をしていくことができる教材といえる。また，月

や金星の形や見える方位などを，モデル図を用いて位置関係を表すことで，自分の立てた

仮説や検証方法を科学的に説明することができるだろう。ここでは，あらかじめ自分たち

で評価基準を考え，振り返りに活用することを大切にしたい。  

そこで，指導にあたっては，次の点に留意する。  

 

＜指導上の留意点＞  

○  第一次では，「菜の花や  月は東に日は西に」という句を提示する。そうすることで，

このとき見えている月の形，時間帯を考えさせ，そこから月の形と方位や時間帯と月・

地球・太陽の位置関係を説明できるようにする。  

○  第二次では，金星の見え方と，地球や太陽との位置関係について仮説を設定し，検証

方法を検討させる。そうすることで，月の見え方との共通点と相違点を捉え，説明でき

るようにし，ここまでの探究活動を振り返り，自分たちで評価することができるように

する。  

 

３  目標   

⑴  月や金星の運動と見え方についての基本的な概念や原理・法則などを理解し，科学的

に探究するために必要な観察・実習などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を

身に付けること。  

⑵  月や金星の運動と見え方について，実習などを行い，その結果や資料を分析して解釈

し，その特徴や規則性を見いだして表現しているとともに，探究の過程を振り返るなど，

科学的に探究すること。  

⑶  天体の運動と見え方に関する事物・現象に進んで関わり，見通しをもったり振り返っ

たりするなど科学的に探究しようとすること。  



４  well-being につながる学びについて  

本学園では， well-being を「個人だけでなく，社会や地球環境まで含めた全体的に良

好な状態」と捉えている。 well-being の実現には，教科等の本質に迫る授業で身に付け

た資質・能力を，人生において自在に発揮できる子どもを育成することが必要不可欠であ

る。そのためには，エージェンシー（変化を起こすために，自分で目標を設定し ,振り返

り，責任をもって行動する能力）の育成及び発揮が重要な課題であると考える。  

本学園の理科部では，自然の事物・現象に興味をもち，理科の見方・考え方を働かせ，

科学的に探究する子どもを育成する授業が，教科の本質に迫る授業だと捉えている。また，

エージェンシーを発揮している姿を，設定した仮説について，他者と協力して観察・実習

を基に検証したり，吟味したりする活動を繰り返し，課題解決に向かう姿だと捉えている。

本単元においては，月や金星の見え方について，仮説を立て，モデル図を用いて理論的に

説明し，それを検証するための方法を検討，実習を行う場面を設定する。仮説設定や検証

方法について吟味し，考察の評価をするときに，自分の探究の過程を振り返る様相がエー

ジェンシーを発揮した姿だと考えている。  

このような学習を経験した子どもは，科学的な手続きを踏まえて仮説設定やその検証を

行うことができ，未知の自然事象に出会ったときに，科学的な手続きを大切にしながら探

究活動を行うことができるようになり， well-being の実現につながるだろう。  

 

５  指導の計画（総時数  ５時間）  

次  学習活動・内容  
エージェンシーを発揮するための  

手立て  

一
②  

○  月の形や見える方位，時間と位置関係
を，モデル図を用いて説明する  

・月の見える方位と時刻  
 
 
○  月の見え方について，検証実習を行う  
・月の見え方と，宇宙から見た月と地球，

太陽の位置関係  

○  仮説や検証の実習方法について
モデル図で説明させたり，班で吟
味させたりすることで，月の見え
方と，地球や太陽との位置関係を
科学的に捉えることできるように
する  

二
③
本
時
１
／
３  

●  金星の形や見える方位，時間と位置関
係の仮説を立て，それを検証する実習の
検討をする  

・金星の見え方の仮説と検証実習の計画  
 
○  金星の見え方について，実習による検

証を行い，考察を行う  
・金星の見え方と，宇宙から見た金星と地

球，太陽の位置関係  
 
○  月と金星の見え方の共通点と相違点を

まとめ，ここまでの探究の過程を振り返
る  

・月と金星の見え方  
・探究の振り返り  

○  金星の見え方について，月の見
え方での学びを生かし，仮説を立
てたり，検証するための実習方法
を考えたりし，それらの吟味を行
う場を設定することで，評価の見
通しをもつことができるようにす
る  

 
○  本単元の学習内容及び，仮説と

その検証実習の方法などの探究活
動を振り返り，自分たちで評価さ
せる場を設定することで，科学的
な探究のよさに気付き，今後に生
かすことができるようにする  

 



 

６  本時案  ―第二次・１時分―  

⑴  主眼   金星の見え方について仮説を立て，モデル図等を用いて説明したり，検証す  

るための実習を計画したりすることができる。  

⑵  準備   理科ノート，学習プリント，ホワイトボード  など  

⑶  学習の展開  

学習活動・内容（発問）  予想される子どもの反応  指導上の留意点  分  
１  前時の学習を振り返る  
 
 
 
 
 
・月の見え方と位置関係  
 
 
 
２  地 球 か ら 見 た 金 星 の よ

う す を 確 認 し ， 課 題 を 捉
える  

 
 
 
 
 
・ 学 習 課 題 「 金 星 の 見 え 方

と位置関係」の設定  
 
 
 
 
３  仮 説 の 設 定 と 実 習 方 法

の計画をたてる  
 
 
 
 
・ 仮 説 設 定 ， 実 習 方 法 の 検

討  
 
 
 
 
 
４  仮 説 と 実 習 方 法 を 他 の

班 の 考 え と 比 較 し 再 検 討
する  

 
 
 
 
・ 検 証 の た め の 実 習 の 再 検

討  

ア  太 陽 の 光 が 当 た っ て い る
方が光る  

イ  真 夜 中 の 南 の 空 に は 満 月
が見える  

ウ  太 陽 ・ 月 ・ 地 球 と 並 ん だ
と き に 日 食 が 起 こ り ， 月 が
地 球 の 影 に 入 る と 月 食 が 起
こる  

 
 
ア  金 星 は ， 月 と 同 じ よ う

に ， 太 陽 の 光 の 当 た り 方 で
満 ち 欠 け し て 見 え る の だ ろ
う  

イ  地 球 と の 位 置 関 係 が 月 と
ち が う か ら ， 見 え 方 は ち が
うだろう  

ウ  金 星 は 地 球 よ り 内 側 を 公
転 し て い る か ら ， 真 夜 中 に
は見えないだろう  

エ  金 星 は 月 よ り 地 球 か ら 離
れ て い る か ら 小 さ く 見 え る
だろう  

 
ア  地 球 か ら 見 て 太 陽 の 横 に

金 星 が あ る と き に ， 半 月 の
ように見えるだろう  

イ  金 星 が 丸 く 見 え る に は 太
陽 の 反 対 側 に 行 か な け れ ば
な ら な い か ら ， 地 球 か ら は
見えないだろう  

ウ  金 星 は ， 地 球 と 公 転 周 期
が 違 う の で ， 地 球 か ら の 距
離 が 変 わ り ， 見 か け の 大 き
さが変化するだろう  

 
ア  金 星 は ， 地 球 よ り も 内 側

を 公 転 し て い る こ と を 考 慮
しなければいけないだろう  

イ  地 球 は 固 定 し て 考 え た 方
が，説明しやすいだろう  

ウ  金 星 は ， 公 転 周 期 の ち が
い か ら ， 地 球 か ら 遠 ざ か っ
た り 近 づ い た り す る の で ，
形 だ け で な く 見 か け の 大 き
さについても考えよう  

・  ICT を活用し，満
月や三日月などの月
の画像や日食や月食
の画像とともに月・
地球・太陽の位置関
係を示すことで，前
時の学習の理解を深
めることができるよ
うにする  

 
・  金星が惑星である

ことを確認し，満ち
欠けして光って見え
る画像を見せること
で ， 金 星 の 見 え 方
や，金星・地球・太
陽の位置関係に目を
向けることができる
ようにする  

 
 
 
 
 
・  実習で使用できる

道具をいくつか提示
し，それをもとに方
法を検討させること
で，子ども自らが実
習の計画をたてるこ
とができるようにす
る  

 
 
 
 
 
・  他の班の方法を参

考にして，自分たち
の班の実習方法の見
直 し を さ せ る こ と
で，自分たちの実習
方法を再び吟味し，
妥当性を高めること
ができるようにする  

 
 
 
 
 
 
 
 
5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
15 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
40 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
50 

⑷  評価規準と方法  

金星の見え方について仮説を立て，それを検証する実習を考え，科学的に説明すると

同時に，他の班の考えを聞き，自分たちの仮説や実習方法を吟味できているかを，学習

プリントの記述からみとる。  

 月 の 見 え 方 と ， 月 と
地 球 ， 太 陽 の 位 置 関 係
に は ど の よ う な 関 係 が
あったか  

 地 球 か ら 金 星 を 観 察
し た と き ， い つ ， ど の
方 位 に ど の よ う な 形 で
みえるだろうか  

 自 分 の 班 の 仮 説 や 検
証 す る た め の 実 習 は 妥
当だろうか  

 自 分 の 仮 説 を ど の よ
う に 実 習 で 検 証 す れ ば
よいだろうか  



＜メモ＞ 

指導と評価の計画  

時  ねらい・学習活動  重点  記録  備考  

１  

○  月 の 形 や 見 え る 方 位 ， 時 間 と

位 置 関 係 を ， モ デ ル 図 を 用 い て

説明する  

・月の見える方位と時刻  

 

思  

学習プリント  

観察  

・月の見え方について仮説を立て，
モデル図を用いて説明している  

 

２  

○  月 の 見 え 方 に つ い て ， 検 証 実

習を行う  

・ 月 の 見 え 方 と ， 宇 宙 か ら 見 た 月

と地球，太陽の位置関係  

 

知  

学習プリント  

理科ノート  

・月の見え方と，月・地球・太陽の
位置関係を捉えている  

 

３  

●  金 星 の 形 や 見 え る 方 位 ， 時 間

と 位 置 関 係 の 仮 説 を 立 て ， そ れ

を検証する実習の検討をする  

・ 金 星 の 見 え 方 の 仮 説 と 検 証 実 習

の計画  

・ 月 と 金 星 の 見 え 方 の 共 通 点 と 相

違点  

 

思  

学習プリント  

観察  

・ 金 星 の 見 え 方 に つ い て 仮 説 を 立
て，その説明をしたり，検証する
ための実習を計画したりしている  

 

４  

○  金 星 の 見 え 方 に つ い て ， 実 習

による検証を行い，考察を行う  

・ 金 星 の 見 え 方 と ， 宇 宙 か ら 見 た

金星と地球，太陽の位置関係  

 

知  

学習プリント  

観察  

・金星の見え方について仮説を検証
する実習を行い，他の班と結果を
比較し，実習方法を振り返ってい
る  

 

５  

○  月 と 金 星 の 見 え 方 の 共 通 点 と

相 違 点 を ま と め ， こ こ ま で の 探

究の過程を振り返る  

・月と金星の見え方  

・探究の振り返り  

 

態  

学習プリント  ・仮説の設定，実習方法や結果，考

察など探究の振り返りをしている  

 

 

 


